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はじめに　東大寺では、『東大寺境内整備基本構想』に基づき、平成 26 年から「境内史跡整備第一期計画」

として、史跡東大寺旧境内・名勝奈良公園という空間を活かした境内整備事業に着手しました。その一環

として今年の 7月から、奈良文化財研究所・奈良県立橿原考古学研究所の協力を得て「史跡東大寺旧境内

発掘調査団」を結成し、東塔院跡の発掘調査を行っています。東塔は奈良時代に創建され、鎌倉時代にお

ける復興を経て、南北朝時代に焼失しています。発掘調査によって、往時の東塔院の姿が明らかになるこ

とが期待されます。

調 査 区　今回の調査では、３箇所の調査区を設定しました。中央区は、東塔の中心から基壇および周辺

を含む北東部分で、塔の規模・構造と基壇および基壇周辺施設の確認を目的としています。塔基壇北側に

延長した北区は、東塔院北門の位置や規模などの確認を目的としたものです。南区では、推定された東塔

院の東南隅部分にＬ字形に設定し、東塔院南面回廊および東面回廊の位置や規模などの確認を目的としま

した。

塔　今回の調査の大きな成果は、鎌倉時代の基壇の様相を確認できたことです。基壇の規模は約 27m四方、

高さは 1.7m 以上と考えられ、奈良時代の基壇の上と周囲に盛り土を加えることによってひと回り大きく

していることが判明しました。その盛り土には焼土が混じっており、そこに含まれる瓦はすべて奈良時代

のものです。平
たいらのしげひら

重衡による南都焼き討ち時に焼失した瓦などを盛り土に加えて基壇を築いていると考えら

れます。心礎や礎石は近代になってから抜き取られていますが、その抜取穴の並びの状況から塔の柱配置

は３間四方であることが確認できました。柱間寸法は、現在のところ中央間 20 尺（約 6.0m）・両脇間 18

尺（約 5.4m）であると想定しています。

　基壇の東面・北面では基壇外装の下部（延
のべいし

石など）やその外側の石敷を検出し、また両面とも中央に階

段がつくことが確認できました。北面の階段から北方には参道が延びています。建物の中央間と階段の幅

および参道の幅が揃うことなどから、これらは鎌倉時代に再建された塔にともなう遺構と考えられます。

　鎌倉時代の盛り土からは、奈良時代の塔の東面階段とその周辺部分の基壇外装である束
つかいし

石・羽
は め い し

目石の一

部が顔を出しています。再建時に、埋めてしまったものがあったと考えられます。それらから復原される

奈良時代の階段幅は鎌倉時代のものよりも明らかに広くなります。そのため、奈良時代の塔は基壇がやや

小さいだけでなく、建物構造そのものが異なるものであった可能性があります。奈良時代の塔基壇の規模

は現状では約 24m四方に復原でき、西塔で確認されている 23.8m と近似していることから、ほぼ同じ規

模であったと考えられます。

回廊　東塔を囲んで東塔院を構成する回廊について、鎌倉時代の位置はほぼ特定することができました。

ただし、北門の南雨落溝が判然としないことや、東面回廊東側に瓦を伏せた暗
あんきょ

渠状遺構が延びることなど、

解決できていない課題も残っています。一方、奈良時代の回廊については、あまり明確ではありません。

ただし、南区での出土している瓦類の状況などから、奈良時代の回廊は鎌倉時代とほぼ同じ位置に存在し

たと考えられます。

主な遺物　出土した遺物の大半は鎌倉時代の瓦類が占めています。軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦・鬼瓦・

塼などがあり、その他に塔に使われたものとして釘・鎹
かすがい

や風
ふうたく

鐸の破片が出土しました。奈良時代の遺物と

しては瓦類がありますが、出土量はあまり多くはありません。

おわりに　今年度の調査では、重
ちょうげん

源にはじまり 栄
ようさい（えいさい）

西 ・行
ぎょうゆう

勇という三代の大勧進によって成し遂げられ

た鎌倉時代における東塔院復興の様相がわかってきました。東大寺としては初の大規模な学術発掘調査で

あり、長期にわたる整備計画もまだ始まったばかりです。今後の成果にもご期待ください。
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図 1　調査地平面図（1：1,000）

図 2　中央区遺構図（1：200）

表 1　東塔院略年表

写真 2　塔北面階段および参道（中央区、北東から） 写真 3　塔基壇東面の延石と石敷（中央区、北から）

写真 1　東大寺寺中寺外惣絵図并山林（部分）　江戸時代初期　東大寺蔵

天平寶字八年（764） 東塔の露盤（相輪）を上げる。 建保三年（1215） 栄西入滅。行勇が大勧進となる。

寛弘六年（1009） 東塔、修理。 建保四年（1216） 東塔、行勇により造営が再開される。

天喜五年（1057） 東塔、落雷。心柱が裂ける。 建保六年（1218） 院宣を下し、七重塔の材木勧進の訴えを裁す。同年、東塔心柱を引く。

康平四年（1061） 東塔、七重の隅木の取り替え。 貞応二年（1223） 東塔、相輪を上げる。

寛治七年（1093） 東塔、蓋層隅木の取り替え。 嘉禄三年（1227） 「東塔廊」銘軒瓦を製作する。

康和三年（1101） 東塔、修理。 嘉禎四年（1238） 東塔供養会開催か。

治承四年（1180） 東塔、平重衡南都焼き討ちにより焼失する。 弘安頃（1285 前後） 東塔、修理。

建仁元年（1201） 東塔、重源が造営を望む。 正和元年（1312） 東塔、雷火により火事。

元久元年（1204） 東塔、事始。再建に着手。 文保二年（1318） 東塔、修理。

建永元年（1206） 重源入滅。栄西が大勧進となる。 元亨元年（1321） 東塔、修理。

承元二年（1208） 東塔、立柱。翌年第２層へ。 康安二年（1362） 東塔、雷火により焼失する。


